
生徒指導だより「こころ」
地震を想定した避難訓練を実施しました
５月１０日（水）７限に地震を想定した避難訓練を行いました。

今回は学級で避難方法を説明した後、校内放送で家具が揺れる音を
流し、その後校舎が倒壊する恐れがあるので校舎外へ避難するとい
う流れで行いました。地震で放送機器が使えない状況を考え、職員
が大きな声で避難の指示を出して
まわりました。いきなり大きな揺
れの音が流れてきたからか、驚き、
動揺する様子も見られましたが、
安全を確認しながら真剣に避難す
ることができていました。災害は
いつ起こるか分かりません。どこ
で、どんな状況で災害が起きても、
落ち着いた行動で自他の命を守っ
てほしいです。

６月は「心のきずなを深める月間」です
６月は、心の絆を深める月間です。数年前までは「いじめ根絶月
間」と言われていました。いじめをなくし、みんなが楽しく安心し
て過ごせる学校にしようという取組です。いじめは、どこの学校で
も、どこの学級でも起こりうるもので、子どもの元気ややる気を奪
ってしまうものです。熊本県では毎年、県下全域でアンケートを行
っています。その結果では、からかった
り、冷やかしたり、言いがかりをつける
など言葉によるいじめが約６割に達する
こともありました。私たちは、日々言葉
を使っています。そして、何気ない一言
に喜んだり、悲しんだり、ほっとしたり、
落ち込んだりするものです。どうせ使う
なら、子どもたちが勇気をもち、未来へ
の希望がもてるような励ましの言葉を多
く使いたいものです。

「その一言で」
その一言で励まされ
その一言で夢を持ち
その一言で腹が立ち
その一言でがっかりし
その一言で泣かされる
ほんのちょっとの一言が
不思議に大きな力を持つ
ほんのちょっとの一言で

甘い話に気をつけて
アダルトビデオ出演強要やＪＫビジネスにより大きな被害にあう

中高生が出ています。「モデルになりませんか」「ちょっと会話する
だけだから」という誘いから始まり、性的被害に発展しています。
情報機器を通して知り合い、誘いを受けることもあるようです。軽
はずみな行動が大きな傷となって返ってきます。甘い話に乗らない、
知らない人とやりとりしない等、親子で一度確認をお願いします。

インターネット上のトラブル対処法～ランサムウェア編～
最近、ランサムウェア（身代
金要求型ウィルス）による被
害が広がっています。利用者
の同意なくコンピュータ等を
勝手に暗号化するコンピュー
タウィルスの一種で、感染す
ると画像や文書等の保存デー
タが暗号化され、コンピュー
タ等の動作を停止させた後、
金銭を要求するメッセージが表示され、暗号化の解除と引き替えに
「身代金」を要求するものです。
被害にあわない対策として、メールの送信者を確認し、心当たり

がない場合はメールや添付ファイルは開かない。感染した場合は、
暗号化されたファイルを元に戻すことがほぼ不可能なので、重要な
ファイルなどはバックアップを取っておく。また不審なサイトへは
アクセスしない、アプリは公式ストアからダウンロードする。さら
にＯＳ（基本ソフト）やウィルス対策ソフトは、最新状態にする。
万が一の場合、金銭を支払ってもデータが復元できる保証はあり

ません。安易に要求に応じず、熊本県警察サイバー犯罪対策課等に
ご相談をされてください。


